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gilli　amylase 。pt．　pH の 申間 値 ICある 事 か ら察 して Ncutral　protease−1，−II は 其の 性質が 可成 り近 似す るの で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し

はな い か と考えられ る （尚 ， 小さな Peak として Alkaline　 protease　 system の 存在が見られたが此 に 就て は暫

く保 留す る）．

　次 に ，Rhi40Pus　Pretease の 作用 好適温度38℃
， 金失活限界55℃ の 結果は他の 絲状菌 Protease の 場合と同様で

特色は認 め られ な か つ た．

　次に ， Rh ・Peka の 蛋 自 分解 曲線 と糖化曲線 と は相 反 す る 形状で あ っ た が Protease，　 Amylase 酵素力 の 相 反 す

る事実か ら曲線形状の 相違は酵素力の 強弱 に 基因するもの と解釈す る以外本実験の 範囲で は判断出来な かつ た ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 総　　　　　括

　1） Rlt・tenkinenSis
，　Rh．　jaeanicus，

劭 ．　pekaの 3 株 に 就い て Amylase ，　Protease を検討し た、

　2） Amylase 作用 opt ．　pH ＝4．7 で pH ・＝3．0，40℃ ，
10min 処理 に 依 り ct

・amylase の 失活大 で あ るが S・a ！nyl ・

ase は比較的安定 で あつ だ．

　3） Protease は少 くとも Acid　protease　system
，
　 Neutral　protease　system の 二 つ あり， 其の Opt ・pH は前

者3・e
， 後者6 ．5附近 で あつ た．

　4） 澱粉糖化 に 於 て は Rh・iavanicus，
　Rh．　tonkinensis の 場合初期 に 直線的 で あ るが 以降は緩慢 な 上昇線を辿 り・

1劭・舛 α に 於て は終始緩慢な弓形曲線 で あり， 此 は 岡崎氏 の 報告 と一致 し た．

　5） 蛋白分解に於 て は Rh・」

’
avanicus

，
　Rh．　 tonkinensisの 場合其の 曲線は 概 し て緩慢 で あ り，

　 Rft・　Pekaに於て は

恰も Rh・tonkinensis　type の 糖化曲線の 形状 に 近 似した ，此 の 相違 は酵素力の 強弱 に 依 る もの と思わ れ る。

　終 りに 臨み 御 指 導 を忝 う し た 東大坂 口 博士 ， 科研飯 田 研究員 ， 富金原研究員 ， 阪大寺本博士，照井博 士 に 深 謝

す る，尚，本研究費 は合成 溏 酒 組合，国 税 庁援助 費 に 依 る もの で 厚礼申上 げ る．
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抗 黴 物 質 に 関 す る 研 究 （第 5 報）

メ ラ オ キ シ 安息 香 酸 ブ チ ノレ の 分 離定量 に つ い て

芝 　 崎 勲 ・松 田 敏 生 （大 阪 大学工 学部醸酵工 学教 室）

（本 報告 の 1部 は第 8 回大 阪 醸 造 学会 講演会 に て 報告 済）

　食品，医薬晶等 の 防腐剤 とし て 古 くよ り用 い られ て い るパ ラ オ キ シ 安息 香 酸 エ ス テ ル （PHBA エ ス テル ）の 分

離定量 に つ い て は従来 プ ロ ム 化 法 D
， 紫外線吸 光度 測 定法

s），MILLoN 試薬法 3），　 SToUGHToN の ニ トロ ソ 反応

に よ る方法 4）
・
4一ア ミ ノ ア ン チ ピ リン 法

2
・
5
・
°）等が提案 せ られ ， 吾国 で は衛生検査 指針に 示 され て い る万法 1）が常

用 されて い る．一方 PHBA エ ス テ ル を種 々 の 試料 よ り分離す る方法 と し て は エ ーテ ル 或 は ア ル コ ール に よ る 抽

出法 が 採用 せ られ て い る．

　著者等 は 種 々 の食品 に含ま れ る PHBA エ ス テ ル を迅速且つ 高精度を以 て 定量す る方法を確立せ むと企図し，

試料 に 応 じた 分離 法 を設定 し て ，種 々 の 定量法 に つ い て 比較検討 し た 結果，紫外線吸光度測定法及 び4一ア ミ ノ ア

ン チ ピ リ ン 法 に よ りその 目的を達す る こ とが 出来 たの で ， 茲 に報告する，

　本報告 で は PHBA エ ス テ ル の 内汎用 せ られ る ブ チ ル エ ス テル （MP ・71〜2℃ ， 上 野製薬株式会社製品） （以下
孕PHB と略称す る） を供試 レ，吸 光 度測定には鳥津製ベ ッ クマ ン 型分光光電 光度計を弔い た

へ
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Fig ．　I　UItraviolet　absorptlon 　spectrum 　of 　BPHB
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　　　　　　　 1 ．紫 外 線吸光度測定法

　BPHB は Fig．1に 示す様 に 258nユμの 紫外部 で 顕 著 な 吸

収 を 示 し ， こ れ を妨害す る不純物不含 の 試料 に対 して は

極 め て 簡単に定量可能 で あ る．しか し食品 の 如 き複雑 な

試料 で は 妨害物質を除去す る方法 の 孫泣 が 先 決岡題 で あ

る．著者
＾
｛ttは 種 々 の 予備訟1験の 糸，k　T；よ りFig ．2 に 葡ミすの

一

離定 量法 を設定 し た．

　 O　　　　　　　 lO　　　　　　　 20

　　　 C ・ ncentration （r！ml ）

Fig，3　0ptical　density　 at 　258m μ

　 apd 　BPHB 　 concentration

　　 Fig・2・　Determination　of 　BPIIB 　by　spcctrQ −

　　　　 photometrlc　 I皿 ethod

　　　　　　　　Sample （10〜20ml）

　　　　　　　　　　　　↓
Extract　 with 　 ethyl 　 acetate 　 in　3　 stcps ．（50，40，40ml ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ↓
Wash　 with 　 l％ NaHGOti 　 in　3−4　 steps （10，

10
，
10ml）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ↓
　 　 　 　 　 　 　 　 Wash 　 w 三th　 water

　　　　　　　　　　　　↓
Evaporat（〉

−cthyl 　 acetate 　extract 　in　vacuo 　to　dryness
　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　 Dry 　residue

　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　 Dissolve　 in　 alcohol （50ml ）

　　　　　　　　　　　　↓
　 　 　 　 　 　 　 　 Dilute　 with 　 water

　　　　　　　　　　　　↓

　　　 Measure　 optical 　density　at　258m μ by
　 　 　 　 　 　 　 　 spectrophotometer

　　　　　例 え ば醤油の 場合 に つ い て の べ る と 試 料 10〜20mlを

　　　　分液濾 斗に と り，こ れ IC　1　 N 硫酸 1ml を 添 加 し （省 略 し

て もよい ），全 量 50〜I」
「Oml の 醋酸 エ チ ル に て 3 回 に わ けて 抽出す

る，抽出液は合
一

して 1％重菅水 に て 3 回 洗滌 す るt 次に 蒸溜水

に て洗滌後 ， 減圧 下 に 溶剤 を溜 出せ し め ， 残 渣 を ア ル コ ール に 溶

解 して一定量 とな し，更 に 適当に 稀釈 し て 258m μ の 吸光度 を測定

す る．別に BPHB 無添加試料を 同様操作 して 吸光度 を求め，上

の 値との 差 を 以て 含有 BPHB の 吸 光度 と し ， 検 量 曲線 よ りそ の

濃度 を 算 出す る．

Table　l．　 Recovery 　of 　addcd 　BPHB 　by　g．　pectrophotometric
　 　 　 method ．

Sample

watersoy

　sauce

！’

ノノ

　 ltTamari

soy 　sauce

　 〃

TreatmentN

　 precipitation　by
　 　 　 alcohol

treatmet 　by　 alcohoI

and 　GARREZ 　 reagent

　CCI4 　extract 至on

cther 　 extract 量on

攤 幡 ・

100100Ioo

Ioo100100IOO

105 ．097

．089

．0

97．296

，094

．3103

．0

de
　 Qther 　treatment ： c£ Fig．2，

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

（284） （芝崎 ， 松 田 ） 抗 徽 物 質 に 関 す る 研 究 （第 5報）

　BPHB の 25BmPtに 於 け る検量曲線 は Fig．3の 如くで BEER の 法 則 に 従 う，検 査指針で は醤油 を 始め 何れ の 試

料を 対象 とす る 場合に も， 検液調整時に ア ル コ ー
ル 及び GARREZ 試薬 を添 加 し て 沈澱 を除去す る前処 理 を行つ

て い る．醤油 を試料 と した 場合 Fig．2 の 分離法 に 於 け る検液 を ア ル コ
ール 及 び GABREZ 試薬 を添加 して 回 収 実

験 を 行つ たが ，Table　 1 の 結果 よ り明 か な 様 に これ ら処 理 の 効 果 は 認 め られ な い ，叉 工 一
テ ル を抽 出溶 剤 と した

場合は Table　1よ り明か な様に 回 収成績は良好で あるが ， 対照 の 吸光度が 醋酸 エ チ ル の 場合 に比 し大 きい 値を示す，

　Table　 1 に は Fig ．2 の 方法 に よ る回 収 試験

成績 の 1例 を 示 し た．以上の 結果よ り適当な

対照試料が得られ る場合 は 極 めて 短 時間 に 多

くの 試料の 定量が 可能で あ る．し か し Fig．4

に示す様 に本法で は醤油の 場合，対照 の 吸光

度は試料 に よ り相違して い るの で 常 に BPHB

無添 加 対照 を必要 と す る欠点が あ る．

　　　　　　 1．比 　色　法

　 PHBA エ ス テ ル の 比色定量法 として は前述

の 如く多 くの 提案が あ るの で これ らの 適用性

（主 と し て 醤油 を対象） に つ い て 検討し た ．

MILLON 試薬 に よる呈色反応で は Fig・5 に 示

す eCla510mμの 波長 に て 吸収の 最大 が あ り，

水溶液で は 10r／m 似 上 の 濃度で は 定量可能 で

あ るが ， 呈 色が不安定で 而 も

BPHB で も同 様 の 挙 動 を示 す．

」0
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Fig．4　Ultraviolet　 absorption 　 spectrum 　 of 　some 　 soy

　　 extract 　isolated　fro皿 soy 　sample 　in　whicb 　BPHB
　 　 was 　 absent

　　　　　 Isolation 　pr  edure ： cf．　 Fig．2．

100r！ml 程度 で は 生成色素が沈澱す る場合がある
5　 これ らの 点は PHBA で も
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a） Absorption　 spectrum 　of 　color 　prOduced　by　M 工LLON ，
s　reagent

　　1 ： BPHB 　lOOr／ml ，2 ： BPHB 　 soflml
，
3 ： BPHB 　25γノml ，

4 ： BPHB 　 IO、！ml
b） Opt 且cal 　density　at　 5101nμ and 　BPHB 　 concentration

正oo

　 ニ ト ロ ソ 反応で は何れ も 100r！m 艮以上の 高濃度を必要とす るの で 問題 に ならない ．チ ロ シ ン 定 量 に用 い られ る

FOLIN 試薬 に よ る比邑法 で は Fig．2 の分離 法 を醤油 に 適 用 し た 場合，　 BPHB 無 添 加試料 が 相当呈色す る欠点が

あ る．

　4一ア ミ ノ ア ン チ ピ リン （以下4−AA ） に よ る里色反応は EMERSON 　agli）
に よ りフ エ ノ ール 性化合物 の 定量法 と

して提案され て い る一．即ち 4−AA がフ エ ノ
ール 及びその 誘導体と縮合し て 4−AA 色素を形成する の で ｝．こ の 着亀
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一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

（芝崎， 松田 ） 抗 徽 物 質 に 関 す る 研 究 （第 5 報） （285 ）

を比色す る方 法 で あ る．本法 は 更 に ETTINGER 等
a）に よ り詳細 に 検討 せ られ た，

如 くで，2 ， 3 の 例外 は あ るが
一

般 に 赤色 々 素 を形成す る．

　　　　：瓢：贈 〉・ 一・H2 ・ 〈｝ ・Ha

　　　　　　　　　　 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
　　　　 CH3

4・Aminoantipyrine Phenolic　 c。 mpound

　 こ の 場合 ，
フ エ ノ ール の パ ラ位置に 種々 の 置換基

（ハ ロ ゲ ン ， カ ル ボ キ シ ル ， ス ル フ オ ン 酸 ， 水酸基 ，
メ トオ キ シ ル 基） が存在す る場合 に も， こ れ らの 基が

除か れ て 4−AA と縮合す る と云はれ て い る．　 BPHB で

は 飽和濃度附近で は 発色す るが ，100r！ml 程度で は 殆

んど発色しな い ．しか し遊離酸 （PHBA ） で は極 めて

鋭 敏 に 赤色の ア ン チ ピ リン 色素 を生成す る．生成色素

は水溶液中で は 510m μに て 吸 収 の 最大を示 し ， ク ロ ロ

フ オ ル ム 溶液申 で は 460mμ で 最大吸収 を示す （Fig．6

參照）。

　先 づ 食品試料よ り BPHB の 分離法並に 加水分解法

を Fig．2並 Icas生検査指針 を申心 に 予備的に 検討 し た．

分離法 に 於 い て は前述の 如 く Fig．2 の 方法 に て
一

応殆

ん ど定量的に 分離出来 る こ とが 示 され て い る．加水分

解法 は 検査指針 の 方法 を採用 し，加水分解液 よ り最終

処 理 液迄 の 操作 と して ，分解液 を直 ちに 4−AA に ょ る

発色の 為 pH 調整を行 う方法 と ，
一度分解液を 酸性に

し ， 醋酸エ チ ル に て 抽出 し更に 一定 pH の 緩衝 液 に 転
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こ れ らの 場合の 反応 は次式 の

認τ鷲 〉・一・｛ 》 ・

1．0

0．5

0400

CHsRed

　dyc

♂’
’

！

　 1
　 ’

〆
’

　　〆へ
　 ’　　 　 　　 　　 、

　 ’　　　　　　　 、

　 ’　　　　　　　　　 ぢ

〆　 　
’

’

’

3

、

−

气

　

　
　

　

　

　

　

、

　

　
　

　

　

、

丶
、

、

≒．

2 、
覧
1

丶
　 職

00 　　　1　　　2　　　3　　　4
　　　3％ 4−Ami 皿 oalltipyrine （皿 1）

Fig。7．　 Effect　of 　thc 　amount 　of 　reagent 　upon

　 color 　production

　　 200 γ of 　BPHB ，　pH 　 lO．0 ； 10ml　 of 　2 ％

　　 K3 　 Fe（CN ）bsolution

　 　 1 ； blank　 vs ．　 chloro 正brm

　　 2 ： samples 　 vs．　biank
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Wave 　length （m μ）
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Fig．6．　 Absorption　spectrum 　of 　color 　produced

　 by　4−aminoantipyrine

　　　1 ： aq ・solution
， 25r／ml

　　 2 ； chlorof ｛）rm 　soln ，22．5γ！ml

　　 3 ： chlorofbrm 　 soln ，9rXml
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Fig．9　Effect　of 　pH 　upon 　the

　density　ofcolor 　produced　by

　 BPHB
　　 I．bhmk 　 vs ．　 chlorofbrm

　　 2 ．samples 　 vs ・blank

溶す る方 法 と を比較 し た．操作 は 梢 々 複雑 と な るが後の 発色 操作 を考慮 し

て後者の 方法を採用 した，

　一方4−AA に よ る発 色 条件は ETTINGER 等6＞の 原法 を其儘採 用 で き るが ，

PHBA の 場合は検討 され て い な い の で 4−AA ，赤血塩 の 添加量並IC作用

pH につ い て 検討 した、4−AA 色素の 呈 色 は赤血 塩 量 を 一定 に す る場合 ，

4−AA 添加量 の 増加 と 共に 増加す る が ，
　 ETTINGER ．等 の フ エ ノ

ー
ル の 場合

の 如 く最適値が見出されない （Fig．7 參照）．しかし赤血塩添加量は Fig・

8 に 示す様 に 2 ％溶液 10mlleて 十分 で ある．

　従 つ て 発色 条 件 と し て 3 ％ 4−AA 溶液 2ml ，2 ％ 赤血塩溶液 10mlを 用 う

る こ と に し た．4−AA 色素生成は 環境 pH に よ り著 しく変化す る こ とが 認

め られ て お り，
ETTINGER 等は フ エ ノ

ー
ル の 場合 pH 　9，5〜10．2 の 範囲に

て一定 値 を示 す との べ て い るが PHBA の 場合は Fig．9 の 如 くで 一定値を

示す傾向は な い ．従つ て 加水分解液 の 醋酸 エ チ ル 抽出液はM15 炭酸 ソ ーダ

ー重炭酸 ソ ーダ （！；1）緩衝液 （pHIO ．0）に て 転溶す る こ と に し た．こ の 場合

ETTINGER 等 の 用 い て い る ア ン モ ニ ア 緩衝液 を 用い て も差支 な い ．

　以 上 の 諸条件 を 加昧 して Fig．　10 の 如 く定量法 を設定しt ．

　　　　　Fig．10　 Determination　of 　BPHB 　by

　　　　　　　　 4・am 三noantipyrinc 　 method

　　　　　　　　　　 Sample 　5m1
　　　　　　　　　　　　 ↓
　 Extract　with 　ca 　100ml　 Df 　ethyl 　ether 　or 　ethyl 　a   tate

　　　　　　　　　　 in　2−3　 steps

　　　　　　　　　　　　 ↓

　　　　　Wash 　with 　1％ NaH （】On 　in　3−4　steps

　　　　　　　　　　　　 ↓
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Wash 　 with 　 water

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ↓

　　　　　　Evaporate　in　vacuo 　to　Clryness
　　　　　　　　　　　　 ↓
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Residual　 matter

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ↓
　 　 　 　 　 　 Dissolve　 with 　20皿 10f 　IN −NaOH
　　　　　　　　　　　　 ↓
　　　　　　 HydrDlyse 　 at　 lOO℃ for　 15min
　　　　　　　　　　　　 ↓
　　　　　　 Make 　 acidic 　 with 　3N ・H2SO4
　　　　　　　　　　　　 ↓

　　　　 Extract　 with 　 ca ．70ml　 of 　ethyl 　 acetate

　　　　　　　　　　　　 ↓
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Wash 　 with 　 water

　　　　　　　　　　　　 ↓
　 Extract　w 三th 　ca。40ml 　of 　N ！5NaHCO3 −Na2COs （1 ；亅）
　　　　　　　　　　buffer　in　25teps．
　　　　　　　　　　　　 ↓
　 　 　 　 　 　 　 　 　 Gool　beIow 　3℃

　　　　　　　　　　　　 ↓
　 Format 三〇 n 　 of 　4・AAdye 　by　addlng 　2皿 10f 　3％ 4−AA
　　　aq ．　 so 王n．　 and 　 10mi　 of 　2％ K3Fe （CN ）fi　 aq ．　 soln

　　　　　　　　　　　　 ↓
　　 Extract　 with 　 ca ．30mi　 of 　chloroform 　in　2　 steps

　　　　　　　　　　　　 ↓
　　　　 Chlorofor皿 soln 。（40m1） of 　4−AA 　dye
　　　　　　　　　　　　 ↓
Measure ・ptical　density　 at 妬 Om μ by　 electric 　ph・t・ meter ．

　即 ち試料 5皿 1を エ
ーテ ル 夊 は醋酸 エ チ ル に て

3 回抽出 し ，抽 出液 を 1％ 重 曹水溶液 にて 3回 洗

滌す る．拙出液は更 は水洗後，溶剤 を減圧下 に

溜去 し ， 残渣 は苛性 ソ ーダ に とか し ， 水浴上 15

分間加 水分解 す る．加 水分解液 は硫 酸 々 性 とな

し ， 醋酸 エ チ ル にて抽出 ， 抽出液 は 合
一し て 水

洗後M15 炭酸 ソ ーダ ー
重炭酸 ソ

ーダ （1：1） 緩

衝液 （pHIO ．O）に 転溶す る。こ の 転溶液 1 定 量 を

3℃ 以下に 冷却し， こ れに 3％ 4−AA 溶液 2ml
，

2％ 赤血塩 溶液 10ml を加 えて 発色 せ しめ る．

　生成色素 は ク ロ ロ フ オ ル ム に て 抽出 して 置定

OL　

顎

日

8
寸

罵

　

　

ら

　

　

α
暫
饕

壱
H8

且
O

　O　　　lOO　　　200　　　300　　400　　　500
　　　 Arnount　of 　BPHB 　（γ）

Fig．110ptical 　density　 at 　460　m μ

　 　 　 and 　 BPHB 　 a皿 ount

量 とな し，波長460m μ，液槽 10mm に て 吸光度 を測定す る．こ の 際 Blank とし て は 同一pH 緩衝溶液 に 発色試薬

を 加え 同 様処 理 した ク ロ ロ フ オ ル ム 溶液を用 うる，

　こ の 場合 ク ロ ロ フ オ ル ム 抽出を省略し て水溶液の ままに て も比色可熊で あ るが 、 皐色が梢々 不安定で 且つ 混濁

する場合が あ る．
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Table2．　Recovery　of　added 　BPHB
　 　 b　 4・AA 　 colorimetric 　 method ．

Sample

watersoy

　 saUCC

soy 　sauce

soy 　sauce

soy 　 3au  

Tamari 　 SOy 　sauee

fruit　juice
vmegar

BP 　 Ba 　 e

　　（r ）

00000000000000001
　

1
　

1
　

2
　

2
　

1
　

1
　

1

Recovery101

．093

．098

．894

．OIO3
．095

．893

．892
．5

BPHB の 純結品 を 用 い て 上述 の 処理 を 行つ て 求 め た 検量曲

線は F｛g．11の 如くで あ る． こ こ で は BPHB 量 は 供試 々 料中

の 全量をとつ て 示 して い る．

　種 々 の 試料に つ い て の 圃収試験成績 は Table　2 に 示 して あ

る．BPHB 無添加試料を 同様処 理 し た 対照で は 殆 ん ど 発色

し な い が，抽出溶剤 と して醋酸 エ チ ル を用 うる場合，添 加試

料の 吸光度の 5 ％程度の発色が認 め られ る場合もあ る．

　し か し 5 ％前後の 誤差 を許容す るな れ ば BPHB 無添加試

料を 対照とす る こ とな く本 法 に よ り迅 速 に 定量で きる こ とが

で きる．

画　 考 察 及 び 総 括

　食品等の 防腐剤として 汎用 され て い る BPHB の 定量法に 関 して は 古 くよ り衛 生 検査指針 に 示 され て い るプ ロ

ム 化法が 適 用 され て 来た ．しか し こ の 方法 は 操作が 繁雜 で，而 も除蛋 白，二 硫 化炭 素洗 滌 等の 操作 に よ る損失 が

あ る．

　著者等 は簡便 且 つ 精度の 高い 定量法 を 確立せ むとし ， 従来示 され て い る多 くの 方法を比較検討 した．食品等 の

如 く組成 の 複雑 な試料に 含まれ る 微量 の 防腐剤の 定 量 に お い て は 妨害 物質 を出 来 るだ け 除 去 す べ きで あ るが ， 紫

外線吸光度測 定法 に お い て は Fig・2 に 示 し た 簡単な 方 法 に より定墨 が 可能で あ る． こ の 際無添加 試料を 同様処

理 し た 対照 を とる 必要があるが，同一系統 の 試料で は大体
一定の 吸 光度を 示す の で rh　lC　blankを と る必要はな

い もの と考え られ る．

　BPHB の 比色定量法 に つ い て は 多 くの 方法が提案 され て い るが ， そ の 鋭敏度，妨害物質等 の 点を考慮 すれ ば一

般の フ エ ノ ール 性化合物 の 定量に 利用 されて い る4−AA 法が 適当して い る．　 Fig．　10　ec示 し た 方法に よ り無添加試

料を 用 うる こ とな く迅速 且 つ 高精度 で 食品 に 含ま れ る BPHB の 定量 が 可 能 で あ る．

　以 上著者等 は 食品の 防腐剤として 利用 され て い る BPHB の 分離法 を確立 し ， 紫外線 吸 光度測定法 又 は 4−AA

に よ る比色法 に より迅速且つ 高い 精度を もつ て定量可能な こ と を示 し た．

　終 りに 臨 み ， 御指 導 を 賜 わ りつ S あ る 照井教授 に 深 謝の 意 を 表す る ．
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